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学生のニーズに答える英語授業の構築を目指して :
英語授業アンケートから見る英語授業への要望






















































調査実施時期は、2005 年 6 月。被験者は、国際コミュニケーション学科の 1年次生から 4年次生





















を 12 個列挙した。質問 3と同様、3つまで選ばせ、やはり順位をつけて回答させた。また、列挙し
た選択肢 12 個以外の場合には「その他」という欄に具体的に記述を求めた。
質問 5では、「大学における英語授業に望むこと」を、また、質問 6では、「大学における英語授業























































学年比較 聞く力 話す力 読む力 書く力 文法知識 語彙力
1年次生 2.41 1.93 2.69 2.28 1.93 2.14
2 年次生 2.53 2.00 2.59 2.41 2.12 2.21
3 年次生 2.88 2.25 2.94 2.44 2.38 2.44
4 年次生 2.84 1.58 2.42 1.79 1.95 2.05































質問 2では、学生たちに、質問 1で 6つのカテゴリーに分けた英語力のなかで、特にどの力を伸ば
したいと感じているのかについて問うた。6つのカテゴリーから 2つまで選択させる方法で回答させ
た。また、なぜそう思うのかについて、できるだけその理由も併記させた。回答でもっとも多かった
上位 3つを図 3にまとめた。「聞く力・話す力」という 2つのカテゴリーを選んだ学生が 50 名（43.9






















































































































































2005 年 6 月に学内においてAssessment Test としてGTECを実施した。残念ながら学科学生全員
の受験には至らなかった。しかし、このテストを受験した学生たちの結果と今回実施したアンケート
調査の回答結果をすり合わせて検討したところ以下のようなことがわかってきた。
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Aiming for the Development of an English Curriculum
which Fully Meets Students’ Needs
Students’ English Class Expectations, the Results of a
Survey on English Classes
Yuki KANAGAWA・Lynne MISAKI・Kimi KAWASHIMA
This paper records the results of a survey carried out in June 2005 by the above－mentioned English
teachers of the Department of International Communication, Faculty of Human Sociology, Heian
Jogakuin University, to investigate the department’s first, second, third and fourth year students’
previous English learning experiences and their expectations with regard to the English classes offered
by the department. Analyses of the results are provided and show that students are keen to improve their
English speaking ability and overall English ability and acquire a practical working knowledge of English
for specific purposes, in this department’s case, Business English, English for Tourism and English for
Teaching English at senior high schools, junior high schools, and to children. Students would also like
classes that are more student-participation based and have more content that reflects their interests and
needs.
















1）聞く力（ ） 2）話す力 （ ） 3）読む力 （ ）
4）書く力（ ） 5）文法知識（ ） 6）語彙力 （ ）
Q2： 上の 6分野のなかで、自分の力を伸ばしたいと考えているのはどれですか（複数回答可）、○で
囲んで示してください。また、その理由は何ですか、具体的に書いてください。





① ネイティブ・スピーカーの授業 ② 英語の歌を取り入れた授業
③ ゲームを取り入れた授業 ④ 劇を取り入れた授業
⑤ ビデオを用いた授業 ⑥ 学習心理に配慮した授業
⑦ 英会話学校などでの体験 ⑧ 英語でやりとりする授業
⑨ リーディングの授業 ⑩ 異文化の理解・紹介
⑪ 文法や英作文の工夫された授業 ⑫ オーラル・コミュニケーションの授業
⑬ 参加型の授業 ⑭ 英語で日記、手紙を書く授業
⑮ 音声重視の授業 ⑯ 単語の学習


















① 先生が一方的に行うだけの授業 ② 和訳中心の授業
③ 配慮・資質に欠ける先生の授業 ④ 説明不足の授業
⑤ 文法の授業 ⑥ 暗記させられる授業
⑦ 教科書中心の授業 ⑧ 自分のレベルに合わない授業
⑨ 受験中心の授業 ⑩ ネイティブ・スピーカーの授業












① 英会話ができる ② 実用的な使える英語
③ ネイティブ・スピーカーと関わる授業・体験 ④ 参加型の授業
⑤ 基礎、基本の学習 ⑥ 英語の歌を取り入れた授業
⑦ ゲームを取り入れた授業 ⑧ 劇を取り入れた授業
⑨ 興味・関心をひく教材・授業 ⑩ ビデオを用いた授業
⑪ 英語力全体のレベルアップ ⑫ 異文化の理解・紹介
⑬ 英語に関する雑学的な学習 ⑭ 文法の学習
⑮ 検定・資格試験に役立つ授業 ⑯ リーディングの授業
⑰ 発音の学習 ⑱ ライティングの授業
⑲ ビジネス・観光など専門につながる学習 ⑳ 語彙の学習
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